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施設基準の一部簡素化
常勤配置の取り扱い
保険外併用療養費
経過措置等について
特定保険医療材料経過措置について
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適時調査や指導などで施設基準を満たしていることが確認される。
（3/5 日本医師会Q&Aより）

小児科外来診療料の患者ごとに算定するかどうかを選択
できないルールは変わっていない。

（3/４ 厚労省説明会質疑応答より）



基本診療料及び特掲診療料の施設基準

【I－２（医療機能の分化・強化／医療従事者の負担軽減等の推進）－⑤】
常勤配置の取扱いの明確化 骨子【Ⅰー２(5)】

●常勤配置の取扱いの明確化

現 行 改 定

【第１ 基本診療料の施設基準等】

(新設)

【第１ 基本診療料の施設基準等】

８ 基本診療料の施設基準における常勤配
置とは、従事者が労働基準法（昭和 22 
年法律第 49 号）に規定する産前・産後
休業及び育児・介護休業法（平成３年法
律第 76 号）に規定する育児・介護休業
を取得中の期間において、当該施設基準
上求められる資質を有する複数の非常勤
従事者の常勤換算後の人員数を原則
含めるものであること。

また、育児・介護休業後等の従事者が、
育児・介護休業法に規定する短時間勤務
制度を利用し、正職員として勤務する
場合、育児・介護休業法で定める期間は、
週 30 時間以上の勤務で常勤扱いと
すること。
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常勤専従という要件のある施設基準
についても、常勤専従というものも、
複数の職員の勤務の合計で満たすこ
とができることとなる。
（３／４ 厚労省説明会質疑応答より）

小児入院医療管理料の施設基準に、「少なくとも所定
労働時間が週24時間程度の勤務を行っている複数の小
児科または小児外科の医師を組み合わせることにより、
当該医療機関における常勤医師と同じ時間医師を配置
する場合には、小児科の常勤の医師が配置されている
ものとみなす」とあるが、この24時間程度の勤務も、
複数の職員の勤務で満たすことまでを規定しているも
のではない。それぞれの施設基準において、別途何ら
か特段の規定があるものについては、そちらの規定を
適用していくことになる。

（３／４ 厚労省説明会 質疑応答より）
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基本診療料及び特掲診療料の施設基準

【I－２（医療機能の分化・強化／医療従事者の負担軽減等の推進）－⑤】
常勤配置の取扱いの明確化 骨子【Ⅰー２(5)】

●常勤配置の取扱いの明確化

現 行 改 定

【第１ 特掲診療料の施設基準等】

(新設)

【第１ 特掲診療料の施設基準等】
４ 特掲診療料の施設基準における常勤配
置については、従事者が労働基準法（昭
和 22 年法律第 49 号）に規定する産
前・産後休業及び育児・介護休業法（平
成３年法律第 76 号）に規定する育児・
介護休業を取得中の期間に限り、当該施
設基準上求められる資質を有する複数の
非常勤従事者の常勤換算後の人員数を
含めることができること。

また、育児・介護休業後等の従事者が、
育児・介護休業法に規定する短時間勤務
制度を利用し、正職員として勤務する場
合、育児・介護休業法で定める期間は、
週 30 時間以上の勤務で常勤扱いとす
ること。
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保険外併用療養費

●保険外併用療養費

【Ⅲ－８（重点的な対応が求められる分野／イノベーションの適切な評価）－⑨】
医師主導治験における保険外併用療養費の対象拡大 骨子【Ⅲ－８(9)】

基本的な考え方

採算性等の問題で企業治験が行われないが、臨床の現場で必要性の
高い医薬品を患者に届けるために実施される医師主導治験について、治験医
師・医療機関の負担を更に軽減するため、保険外併用療養費の支給対象を拡
大する。

具体的な内容

医薬品の治験では、同種同効薬の投薬及び注射に係る費用は保険外
併用療養費の支給対象外とされているところ、医師主導治験については、
同種同効薬に係る費用についても保険外併用療養費の支給対象とする。
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平成28年度診療報酬改定の概要厚生労働省保険局医療課平成28年３月４日版
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平成28年度診療報酬改定の概要厚生労働省保険局医療課平成28年３月４日版
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平成28年度診療報酬改定の概要厚生労働省保険局医療課平成28年３月４日版
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第３部関係省令・告示（案）

特定医療材料
経過措置
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第３部関係省令・告示（案）

特定医療材料
経過措置
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第３部関係省令・告示（案）

特定医療材料
経過措置
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第３部関係省令・告示（案）

特定医療材料
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